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Ⅰ 目的 
 近年、父親の育児参加が推奨されているが、このよ
うな風潮の中で父親はどのように育児に関わってい
るのだろうか。夫婦関係や、父親としての意識、職場
環境などが父親の育児行動に影響し、育児参加によっ
て父親としての発達が促進される 2）3）。以上の研究で
は、父親の育児参加に関わる家庭内での要因は夫婦間
や父子間の関係である。しかし、父親が育児に関与す
る中で母親にしかできないことを強く意識し、乳幼児
期の母子関係の中には入っていきにくいと感じる父
親の傾向から 1）5）、母子に対して父親が自身をどのよ
うに位置づけているのかという視点も必要と考えら
れる。また、職場は父親が一日の大半を過ごす場所で
あり、家庭とともに父親の生活の中で大きな比重を占
める。職場の対人関係の在り方が、父親の家庭への関
わり方に関与する可能性がある。 
 本研究では、家庭や職場での位置づけの測定に対人
的疎外感尺度を用いて質問紙調査を行い、他の要因と
ともに、育児行動に影響を与える要因を検討する。 
Ⅱ 方法 
 対象は乳幼児期の子どもをもつ父親とし、2013年 7
月から 10 月に乳幼児期定期健診を通じて 440 部配布
した。有効数は 106 名(有効回答率 24.09%)。質問紙
の構成は、 (1)育児行動の頻度：先行研究 2）3）をもと
に 11 項目を作成し、5件法で回答を求めた。(2)家庭
での対人的疎外感：杉浦 4）をもとに 20 項目を作成し
た。家庭での対人的疎外感を測定するため、「家庭で
は」と場面を限定し、5 件法で回答を求めた。(3)職
場での対人的疎外感：(2)と同じ項目、回答方法で、
「職場では」と場面を限定した。(4)父親の基本属性：
父親の年齢、子どもの数とそれぞれの年齢性別、父親
の職業、父親の帰宅時間、母親の就業形態、母親の帰
宅時間、両親との同居の有無、平日と休日の子どもと
関わる時間について尋ねた。倫理的配慮としては、回
答を無記名とし、内容について研究以外の目的に使用
しないと説明した文書を同封し、返信をもって同意と
した。また、協力機関へ研究の趣旨や情報の保護につ
いて説明し、承諾を得た。 
Ⅲ 結果と考察 
 得られた回答について因子分析を行った結果、育児
行動では「子どもとの交流」(α=.81)、「育児観の形
成・共有」(α=.73)、「子どもの世話」(α=.73)の 3
因子、家庭での対人的疎外感では、「家庭で受容され
ていない感覚」(α=.90)、「家庭での制約感」(α=.88)
の 2因子、職場での対人的疎外感では、「職場で受容
されていない感覚」(α=.86)、「職場での制約感」(α
=.88)の 2 因子が抽出された。育児行動の 3 側面のそ
れぞれに影響を与える要因について検討するために、
家庭と職場での疎外感の各 2 尺度、子どもの数、父親
と母親の帰宅時間、祖父母
との同居の有無を説明変数
として重回帰分析を行い、
結果を Figure1 から 3 に示
した。父親の育児行動 3 側面
で、父親の帰宅時間が遅い
場合、家庭で受容されてい
る感覚が低い場合に減少し
た。父親の両親との同居は
育児行動を減少させる傾向
にあったことから、父親自
身の両親と同居することで
父親としての発達が促進さ
れないことが考えられる。「育
児観の形成・共有」では、子どもの数が増えるほど減
少し、第 1 子の際形成された育児観は変化しにくいこ
とが考えられる。「子どもの世話」では、家庭での制
約感が強いほど頻度が増加したため、父親がさせられ
ていると感じやすい育児行動である可能性がある。 
Ⅳ結論 
 父親の帰宅時間など環境の要因とともに、父親の家
庭での対人的疎外感も父親の育児行動に影響するこ
とがわかった。本研究では、家庭や職場での位置づけ
があるかということを質問紙を用いて調査した。今後
は、父親が自身の位置づけをどのように認知している
のかという点も考慮して、さらなる検討が望まれる。 
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